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中
世
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
国
の
安
全
保
障
体
制

聾
・
∬
・
ヤ
ー
ニ
ン
の
近
著
『
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
と
リ
ト
ア
ニ
ア
』

　
　
　
　
（
1
）

に
寄
せ
て

宮

野

裕

西洋史論集

　

　
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
「
共
和
国
」
の
研
究
は
今
日
、
中
世
ロ
シ
ア
史
研
究
の
一
分
野
と

し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
ひ
と
つ
に
は
、
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
国
に

関
す
る
史
料
が
中
世
ロ
シ
ア
の
他
地
域
よ
り
も
豊
富
に
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
起

因
す
る
。
例
え
ば
、
白
樺
文
書
の
様
な
、
都
市
内
部
の
状
況
を
都
市
民
自
ら
の
声

に
よ
っ
て
窺
い
知
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
史
料
は
、
他
の
都
市
に
お
い
て
は
僅
少

　
　
　
　
　

で
あ
る
。
そ
れ
以
外
に
も
数
種
の
年
代
記
が
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
状
況
を
知
ら
せ
て
く

　
　
オ
　
れ
る
。
ま
た
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
が
モ
ス
ク
ワ
に
併
合
さ
れ
た
直
後
に
実
施
さ
れ
た
土
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

登
記
の
記
録
も
同
類
の
も
の
と
言
え
る
。
史
料
的
に
恵
ま
れ
た
こ
う
し
た
状
況
の

お
か
げ
で
、
一
九
世
紀
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
様
々
な
研
究
者
が
こ
の
「
共
和

国
」
に
関
心
を
持
っ
て
き
た
。
と
は
言
え
、
そ
の
関
心
の
中
心
は
一
定
で
は
な
く
、

徐
々
に
変
化
し
て
い
る
。
一
九
世
紀
の
研
究
で
は
、
と
り
わ
け
モ
ス
ク
ワ
国
家
と

い
う
「
専
制
国
家
」
と
、
民
会
中
心
の
政
治
体
制
を
と
っ
た
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
「
共
和

国
」
と
の
両
政
体
の
対
比
、
そ
れ
に
伴
う
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
「
共
和
政
」
の
「
民
主
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　

性
格
」
の
強
調
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
革
命
後
は
逆
に
ノ
ヴ
ゴ
ロ

ド
の
「
共
和
政
」
が
実
際
に
は
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
大
貴
族
や
大
主
教
な
ど
に
よ
っ
て
牛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ
　

耳
ら
れ
て
い
た
点
（
寡
頭
政
的
性
格
）
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
国

富
構
造
の
理
解
に
直
結
す
る
こ
の
問
題
は
、
現
在
で
は
「
共
和
政
」
、
「
寡
頭
政
」

の
一
方
を
強
調
す
る
の
で
は
な
く
、
多
層
か
ら
な
る
「
共
和
政
」
構
造
の
な
か
に

双
方
の
性
格
を
反
映
し
た
要
素
を
見
て
取
る
い
う
解
決
が
な
さ
れ
て
い
る
様
に
見

え
る
が
、
そ
れ
と
と
も
に
こ
う
し
た
国
制
構
造
の
問
題
か
ら
離
れ
、
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド

大
貴
族
や
大
主
教
の
所
領
経
営
か
ら
都
市
民
の
生
活
の
深
層
に
至
る
ま
で
様
々
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

側
面
か
ら
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
す
る
研
究
も
存
在
す
る
。

　
し
か
し
活
況
の
申
に
あ
る
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
史
研
究
の
な
か
で
も
議
論
が
さ
ほ
ど
に

は
進
め
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
幾
つ
か
の
分
野
が
あ
る
。
そ
の
中
の
一
つ
が
、
本
稿

の
筆
者
の
考
え
る
と
こ
ろ
で
は
、
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
公
の
問
題
で
あ
る
。
一
九
世
紀
に

お
い
て
は
民
会
に
、
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
は
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
大
貴
族
や
大
主
教

に
研
究
者
達
の
関
心
が
向
く
な
か
で
、
こ
の
問
題
は
等
閑
に
付
さ
れ
て
き
た
様
に

見
え
る
。
と
い
う
の
は
恐
ら
く
、
一
一
世
紀
末
か
ら
始
ま
る
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
国
家
の
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「
民
主
化
」
の
結
果
、
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
公
は
そ
の
政
治
権
力
の
多
く
を
民
会
や
大
貴

族
に
譲
り
、
公
自
身
は
世
襲
領
地
す
ら
持
た
な
い
単
な
る
「
軍
事
的
指
導
者
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

「
軍
司
令
官
」
で
し
か
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
他
方
で
隣
国
と
言
う
べ
き
リ
ト
ア
ニ
ア
と
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、

モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
で
扱
わ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
多
く
の
研
究
者
の
関
心
は
、

む
し
ろ
、
リ
ト
ア
ニ
ア
と
モ
ス
ク
ワ
関
係
に
向
け
ら
れ
て
き
た
。
リ
ト
ア
ニ
ア
・

ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
関
係
に
つ
い
て
言
え
ば
、
管
見
で
は
リ
ト
ア
ニ
ア
史
の
文
脈
か
ら
革

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

命
前
の
ブ
リ
ャ
ン
ツ
ェ
フ
或
い
は
そ
の
後
の
プ
レ
ス
ニ
ャ
コ
ー
フ
の
研
究
が
あ
る

が
、
割
か
れ
た
ペ
ー
ジ
は
僅
か
で
あ
る
。
恐
ら
く
こ
れ
迄
で
最
も
詳
細
な
ノ
ヴ
ゴ

ロ
ド
と
リ
ト
ア
ニ
ア
の
関
係
へ
の
言
及
は
、
一
四
一
一
五
世
紀
の
「
共
和
国
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　

扱
っ
た
ベ
ル
ナ
ツ
キ
ー
の
研
究
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
研
究
の
第
二
部
冒

頭
で
は
、
両
国
間
の
外
交
関
係
の
経
過
が
辿
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
と
は
言
え
、

こ
の
外
交
の
意
味
付
け
、
こ
れ
を
進
め
た
要
因
、
そ
の
詳
細
な
手
続
き
に
は
触
れ

ら
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
何
よ
り
も
扱
わ
れ
て
い
る
時
代
そ
の
も
の
が
、
主
に
リ
ト

ア
ニ
ア
大
公
ヴ
ィ
タ
ウ
タ
ス
（
在
位
＝
二
九
八
一
一
四
三
〇
年
）
の
時
代
に
限
定

さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
研
究
状
況
は
、
恐
ら
く
は
史
料
不
足
に
原
因
が
あ
る

（
年
代
記
及
び
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
と
リ
ト
ア
ニ
ア
間
で
締
結
さ
れ
た
条
約
の
類
か
ら
、

（一

j
ど
れ
だ
け
新
た
な
情
報
を
読
み
取
る
か
、
（
二
）
上
記
の
二
つ
の
史
料
以
外

の
新
た
な
史
料
を
ど
れ
だ
け
使
う
こ
と
が
で
き
る
か
、
と
い
う
点
が
今
後
の
研
究

に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
と
言
え
る
）
の
だ
が
、
そ
れ
と
共
に
モ
ス
ク
ワ
と
リ
ト
ア

ニ
ア
と
い
う
当
時
の
二
大
公
国
を
中
心
に
据
え
た
歴
史
観
に
原
因
を
持
つ
も
の
だ

と
言
え
る
。

　
本
稿
で
紹
介
す
る
B
・
∬
・
ヤ
ー
ニ
ン
の
近
著
『
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
と
リ
ト
ア
ニ
ア

　
＝
ニ
ー
一
五
世
紀
の
国
境
の
状
況
』
（
一
九
九
八
年
）
は
、
「
武
力
を
殆
ど
持
た

な
い
」
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
が
モ
ス
ク
ワ
及
び
リ
ト
ア
ニ
ア
と
い
っ
た
大
国
の
狭
間
で
ど

の
様
に
し
て
安
全
保
障
体
制
を
と
り
、
平
和
を
維
持
し
た
の
か
を
、
一
五
世
紀
に

ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
と
リ
ト
ア
ニ
ア
間
で
締
結
さ
れ
た
条
約
に
登
場
す
る
「
国
税
賦
課
制

度
潟
罵
。
野
懐
。
翻
。
」
の
変
遷
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
で
垣
間
見
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
こ
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
は
第
一
章
の
紹
介
部
分
を
参
照

さ
れ
た
い
が
、
簡
潔
に
言
え
ば
、
こ
の
制
度
が
施
行
さ
れ
た
土
地
は
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
国

内
に
あ
り
な
が
ら
、
一
五
世
紀
に
は
リ
ト
ア
ニ
ア
に
対
し
て
毎
年
「
国
税
蕊
糧
醸

趣
蟹
」
を
支
払
っ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
土
地
か
ら
の
「
国
税
」
徴
収
権
は
、

元
々
は
キ
エ
フ
大
公
の
大
ム
ス
チ
ス
ラ
フ
（
在
位
一
＝
一
五
－
一
二
ご
二
年
）
の

家
系
に
属
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
権
利
の
起
源
を
探
る
に
は
キ
エ
フ
・
ル
ー

シ
時
代
に
ま
で
遡
る
必
要
が
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
議
論
を
紹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

介
し
、
評
し
て
み
た
い
。

　
尚
、
著
者
は
も
は
や
紹
介
す
る
必
要
が
な
い
ほ
ど
の
高
名
な
、
中
世
ロ
シ
ア
史

研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
。
数
多
く
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
著
し
て
い
る
が
、
特

に
『
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
市
長
官
』
（
一
九
六
二
年
目
、
『
一
〇
1
一
五
世
紀
の
古
ル
ー
シ

に
お
け
る
文
書
の
印
章
』
（
一
九
七
〇
年
）
、
『
あ
な
た
に
白
樺
文
書
を
送
っ
た
…
』

（一

緕
ｵ
五
年
）
、
『
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
封
建
的
世
襲
領
地
』
（
一
九
八
一
年
）
な
ど
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ロ

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
考
古
学
発
掘
の
責
任
者
で
も
あ
り
、

ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
正
会
員
で
も
あ
る
。

　
尚
、
極
め
て
詳
細
で
か
つ
細
か
い
地
域
名
が
登
場
す
る
本
書
を
紹
介
す
る
に
当

た
っ
て
、
簡
単
な
が
ら
地
図
を
用
意
し
た
。
適
宜
、
参
照
し
て
頂
き
た
い
。
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1：プスト・ルジェヴァ
2：大ルキ

3；ホルム
4：モレヴア

5：ベリラ

61モルヴャチッィ

71ステルシ
8：クンスコ

91ベレゾヴェッツ
0：ジャブナ

1：ブイツィ

2：ロバスチツィ

a：リャホヴィチ

b：ビロス
C：スルメド

才ネガ湖

　　　　　　　　　　　　　　　　　、　・駿ドが湖　　　　　　。＿塙
　　　　　　　　　　　　　　　　　｝コレラ　　　　　　　　　　　　　　〆’9ρ

　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　　　　　　　　ク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グ　　　　　　　　　　　　　　　　　グ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク
　　　　　　　　　　　　　、＝漸省・・。　1，，ガ1

　　　　　　　　　　　　竃1∵礁

　　　　　　　　　　　　1　1　㌫ボで鑑L無

　　　　　　＼＼ノ　　％　　へ・・…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼モスクワ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リトア豊ア大公團　　　　　　　　　　　　　　　＼大公国
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9スモレンスク

二

　
ま
ず
第
一
章
「
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
国
税
賦
課
制
度
器
糧
。
図
憲
。
鵠
。
」
で
は
、
本

書
全
体
を
通
じ
て
中
心
的
な
位
置
を
占
め
る
国
税
賦
課
制
度
の
概
要
及
び
起
源
に

つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
制
度
は
、
一
五
世
紀
に
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
と
リ
ト
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　

ニ
ァ
の
間
で
締
結
さ
れ
た
条
約
に
登
場
す
る
も
の
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
ノ
ヴ
ゴ

ロ
ド
の
南
部
、
国
境
沿
い
に
位
置
す
る
丁
数
の
ヴ
ォ
ロ
ス
チ
（
郷
、
或
い
は
国
有

郷
）
が
そ
の
制
度
の
下
に
入
っ
て
い
た
。
こ
の
地
域
は
一
二
世
紀
に
は
ス
モ
レ
ン

ス
ク
公
国
（
特
に
そ
の
北
部
の
ト
ロ
ペ
ツ
地
方
）
と
隣
り
合
っ
て
お
り
、
ま
た
一

三
世
紀
以
降
に
リ
ト
ア
ニ
ア
が
東
に
拡
大
し
て
ト
ロ
ペ
ツ
地
方
を
支
配
下
に
収
め

た
後
に
は
リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
国
と
の
国
境
地
帯
を
構
成
し
て
い
た
の
だ
が
、
興
味

深
い
こ
と
に
こ
の
地
域
か
ら
獲
得
さ
れ
た
国
税
は
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
で
は
な
く
、
国
境

の
反
対
側
の
ス
モ
レ
ン
ス
ク
へ
（
一
三
世
紀
頃
ま
で
）
、
後
に
は
リ
ト
ア
ニ
ア
に

支
払
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
国
税
は
一
五
世
紀
の
時
点
で
は
ヴ
ォ
ロ
ス
チ
内
の
小
村

器
唱
畠
留
ご
と
に
、
毎
年
三
〇
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
・
ジ
ェ
ー
ニ
か
ず
つ
課
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
地
域
は
お
お
ま
か
に
は
二
種
に
区
分
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
図

を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
凡
そ
に
は
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
南
部
か
ら
南
東
に
か
け
て
の
地

域
で
あ
る
「
ホ
ル
ム
、
モ
レ
ヴ
ァ
、
モ
ル
ヴ
ャ
チ
ツ
ィ
、
ス
テ
ル
シ
、
ク
ン
ス
コ
、

ベ
レ
ゾ
ヴ
ェ
ッ
ツ
、
ロ
パ
ス
チ
ツ
ィ
、
ブ
イ
ツ
ィ
、
ジ
ャ
ブ
ナ
」
と
い
っ
た
ヴ
ォ

ロ
ス
チ
群
と
、
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
南
西
部
に
位
置
す
る
「
プ
ス
ト
・
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
及

び
大
ル
キ
」
の
二
つ
の
ヴ
ォ
ロ
ス
チ
と
に
分
け
ら
れ
る
。
後
者
に
関
し
て
は
「
賦

課
地
」
に
編
入
さ
れ
る
ま
で
の
過
程
が
前
者
と
異
な
る
の
で
、
以
下
、
第
六
章
の

紹
介
の
際
に
詳
し
く
触
れ
る
。
前
者
に
関
し
て
言
え
ば
、
そ
の
一
部
（
ホ
ル
ム
、

一32一
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モ
レ
ヴ
ァ
）
に
は
、
一
二
世
紀
の
、
公
に
よ
る
行
政
管
理
二
度
で
あ
る
「
ジ
ェ
シ
ャ
i

　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

ト
キ
制
需
。
潟
。
瞬
」
の
遺
構
が
一
五
世
紀
に
も
残
っ
て
い
る
（
こ
の
制
度
の
痕

跡
は
国
税
賦
課
制
度
に
は
入
っ
て
い
な
い
の
だ
が
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
領
内
に
あ
り
、
ホ

ル
ム
、
モ
レ
ヴ
ァ
に
隣
接
し
た
ベ
リ
ラ
。
ヴ
ォ
ロ
ス
チ
に
も
残
っ
て
い
る
）
。
ま

た
ホ
ル
ム
以
外
は
、
通
常
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
で
使
用
さ
れ
る
行
政
区
分
で
あ
る
「
ポ
ゴ

ス
ト
」
で
は
な
く
「
ヴ
ォ
ロ
ス
チ
」
で
呼
ば
れ
る
と
い
う
共
通
点
が
あ
っ
た
。
ま

た
一
五
世
紀
末
の
段
階
で
は
、
こ
れ
ら
の
ヴ
ォ
ロ
ス
チ
の
殆
ど
が
各
々
単
一
の
領

主
の
所
領
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
場
合
の
領
主
と
は
、
具
体
的
に
は
修
道
院
の
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　

合
が
多
く
、
大
貴
族
の
所
領
で
あ
っ
た
例
は
な
い
と
い
う
。

　
こ
れ
ら
の
土
地
か
ら
取
ら
れ
た
税
は
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
国
庫
に
入
る
以
前
に
は

ど
こ
に
送
ら
れ
て
い
た
の
か
。
著
者
に
よ
れ
ば
こ
の
税
は
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
公
の
管
轄

に
置
か
れ
て
い
た
と
い
う
。
と
言
う
よ
り
、
か
か
る
地
域
そ
の
も
の
が
元
々
公
の

家
領
智
寓
畠
で
あ
っ
た
と
す
る
。
従
っ
て
こ
の
土
地
か
ら
徴
収
さ
れ
た
税
は
当

然
、
領
地
所
有
者
で
あ
る
公
の
手
中
に
収
ま
っ
て
い
た
。
だ
が
こ
こ
で
二
つ
の
疑

問
が
生
じ
る
。
ま
ず
第
一
に
、
よ
く
知
ら
れ
る
通
り
、
＝
三
六
年
以
降
ノ
ヴ
ゴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　

ロ
ド
公
は
国
内
に
世
襲
領
地
を
持
つ
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
説
が
あ
る
。

従
っ
て
著
者
の
主
張
は
史
学
史
上
の
大
前
提
と
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た

第
二
に
、
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
里
下
に
は
様
々
な
公
家
門
の
出
身
者
が
目
ま
ぐ
る
し
く
入

れ
替
わ
っ
て
い
た
。
従
っ
て
家
領
を
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
公
が
国
内
に
持
っ
て
い
た
と
い

う
言
い
方
に
は
矛
盾
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
疑
問
を
呈
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
そ
こ
で
著
者
は
第
一
の
矛
盾
を
一
二
世
紀
の
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
公
の
下
賜
文
書
を
再

検
討
す
る
こ
と
で
解
消
す
る
。
す
な
わ
ち
公
は
何
ら
か
の
土
地
を
単
独
で
管
理
し

た
り
、
ま
た
そ
れ
を
下
賜
す
る
権
利
を
持
た
な
か
っ
た
が
、
民
会
の
認
可
が
あ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　

ば
そ
れ
は
可
能
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
本
書
で
の
議
論
の
前
提
と
し
て
、
公
は
家
領

を
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
国
内
に
持
ち
え
た
し
、
実
際
に
持
っ
て
い
た
、
と
主
張
す
る
の
で

あ
る
。
と
い
っ
て
も
上
述
の
様
に
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
公
は
様
々
な
公
の
家
門
の
代
表
者

が
幾
度
に
も
渡
っ
て
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
言
う
家
領
と
は
、
キ
エ
フ
大

公
ヴ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
モ
ノ
マ
フ
（
在
位
＝
＝
二
i
一
一
二
五
年
）
の
長
男
で
同

じ
く
キ
エ
フ
大
公
で
あ
っ
た
大
ム
ス
チ
ス
ラ
フ
の
家
門
（
子
孫
）
の
家
領
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
こ
の
家
門
は
伝
統
的
に
ス
モ
レ
ン
ス
ク
公
国
（
そ
の
中
に
は
ト
ロ
ペ

ツ
及
び
ル
ジ
ェ
フ
も
含
ま
れ
て
い
た
）
を
世
襲
領
地
と
し
て
い
た
が
、
そ
の
土
地

は
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
南
側
に
位
置
し
て
お
り
、
従
っ
て
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
内
の
家
領
と
国

境
越
し
に
隣
接
し
て
い
た
。
著
者
は
こ
の
大
胆
な
仮
説
を
以
下
の
章
で
裏
付
け
て

い
く
の
だ
が
、
そ
れ
を
紹
介
す
る
前
に
、
こ
こ
で
は
こ
の
仮
説
に
つ
い
て
少
々
敷

延
し
て
述
べ
て
お
こ
う
。
も
し
こ
の
仮
説
が
正
し
け
れ
ば
、
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
南
部
の
、

国
税
賦
課
制
度
に
入
っ
て
い
た
地
域
は
元
々
は
、
そ
の
南
平
の
ス
モ
レ
ン
ス
ク
公

領
と
合
わ
せ
て
一
体
の
ム
ス
チ
ス
ラ
フ
家
門
の
家
領
を
形
成
し
て
い
た
が
、
そ
れ

が
大
ム
ス
チ
ス
ラ
フ
が
公
に
な
っ
た
と
き
に
そ
の
一
門
出
身
の
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
公
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

扶
養
の
た
め
に
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
領
に
編
入
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て

リ
ト
ア
ニ
ア
が
＝
一
一
世
紀
に
台
頭
し
、
ス
モ
レ
ン
ス
ク
公
国
（
及
び
そ
の
分
領
公

国
で
あ
る
ト
ロ
ペ
ツ
公
国
）
が
弱
体
化
し
た
時
代
に
、
こ
の
「
賦
課
地
」
か
ら
の

国
税
徴
収
糎
が
、
和
平
締
結
及
び
安
全
保
障
の
対
価
と
し
て
、
こ
の
家
門
か
ら
リ

ト
ア
ニ
ア
大
公
家
に
移
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
様
に
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
南
部
に
お
い
て
公
の
家
領
の
大
き
な
塊
が
あ
っ
た
と
い

う
前
提
に
立
っ
た
著
者
は
、
国
税
賦
課
鰯
度
の
起
源
を
、
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
国
家
が
ノ

ヴ
ゴ
ロ
ド
公
に
対
し
て
公
の
生
計
に
役
立
て
る
た
め
に
土
地
を
付
与
す
る
目
的
を
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持
っ
た
制
度
、
と
す
る
旧
説
に
反
論
す
る
。
著
者
は
以
前
、
こ
の
旧
説
を
主
張
し

　
　
　
　
　
　
　
ね
　

た
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
本
書
で
は
こ
れ
を
改
あ
る
。
旧
説
を
と
る
と
（
著
者

に
よ
れ
ば
、
二
つ
の
点
で
説
明
が
つ
か
な
い
の
だ
と
い
う
。
一
つ
に
は
生
計
を
立

て
る
た
め
に
公
に
与
え
ら
れ
た
土
地
が
次
々
に
下
賜
さ
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
で

あ
る
。
こ
れ
で
は
公
の
生
計
を
賄
う
こ
と
が
出
来
な
い
、
と
い
う
。
も
う
一
つ
に

は
、
ル
ー
シ
の
大
公
達
が
一
三
世
紀
以
降
、
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
が
独
立
を
失
う
一
四
七

八
年
ま
で
の
文
書
に
お
い
て
、
リ
ト
ア
ニ
ア
に
国
税
を
支
払
う
と
い
う
状
況
を
黙

認
し
て
い
た
、
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
上
記
の
二
つ
の
説
の
内
、
旧
説
を
取
る
の

で
あ
れ
ば
、
ル
ー
シ
か
ら
リ
ト
ア
ニ
ア
に
国
税
が
支
払
わ
れ
る
と
い
う
状
況
は
非

難
さ
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
一
五
世
紀
後
半
の
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
は
モ
ス
ク

ワ
に
よ
り
外
交
権
を
掌
握
さ
れ
る
な
ど
、
モ
ス
ク
ワ
の
圧
力
が
強
ま
っ
て
い
た
時

期
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
「
国
税
賦
課
地
」
の
起
源
が
特
定
の
家
系
の
家

領
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
の
国
税
徴
収
権
が
そ
の
家
門
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の

な
ら
、
と
り
わ
け
こ
れ
が
大
ム
ス
チ
ス
ラ
フ
の
家
系
の
家
領
で
あ
っ
た
の
な
ら
、

そ
の
弟
で
あ
っ
た
ユ
ー
リ
ー
・
ド
ル
ゴ
ル
ー
キ
ー
（
キ
エ
フ
大
公
二
一
四
九
－

一
一
五
一
、
一
一
五
五
一
一
一
五
七
年
）
の
家
系
で
あ
る
モ
ス
ク
ワ
大
公
家
は
ノ

ヴ
ゴ
ロ
ド
「
共
和
国
」
滅
亡
ま
で
こ
れ
に
口
出
し
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
仮
説
が
、
以
下
、
第
二
章
、
第
三
章
に
お
い
て
裏
付
け
ら
れ
て
い
く
。

三

　
第
二
章
「
ス
モ
レ
ン
ス
ク
主
教
区
創
設
に
関
す
る
文
書
群
」
で
は
、
当
該
諸
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

書
の
、
主
に
作
成
年
代
確
定
に
関
す
る
議
論
が
再
検
討
に
付
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ

れ
と
と
も
に
一
二
世
紀
前
半
に
大
ム
ス
チ
ス
ラ
フ
の
一
門
が
ス
モ
レ
ン
ス
ク
を
家

領
と
し
て
所
有
し
て
い
た
こ
と
が
論
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
主
に
第
二
節
で
な
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
節
で
は
こ
れ
ま
で
様
々
に
解
釈
さ
れ
て
き
た
、
ス
モ
レ
ン
ス
ク
公

ロ
ス
チ
ス
ラ
フ
・
ム
ス
チ
ス
ラ
ヴ
ィ
チ
（
大
ム
ス
チ
ス
ラ
フ
の
息
子
”
キ
エ
フ
大

公
と
し
て
の
在
位
は
＝
五
四
、
一
一
五
九
－
一
一
六
一
年
）
の
行
政
文
書
内
の

高
士
「
6
矯
竣
舜
銘
買
ω
鎚
o
o
o
瞳
譲
密
閣
（
こ
れ
ま
で
は
ス
ズ
ダ
リ
・
ザ
レ
ス
キ
ー
税
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

つ
ま
り
ス
ズ
ダ
リ
か
ら
徴
収
さ
れ
た
税
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
）
」
が
ノ
ヴ

ゴ
ロ
ド
国
内
の
大
ム
ス
チ
ス
ラ
フ
の
家
系
の
家
領
（
す
な
わ
ち
後
の
「
国
税
賦
課

地
」
）
か
ら
徴
収
さ
れ
た
税
（
つ
ま
り
後
の
「
国
税
」
）
の
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。

と
い
う
の
も
丁
度
、
ム
ス
チ
ス
ラ
フ
家
門
以
外
の
出
身
者
が
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
公
で
あ
っ

た
時
代
（
具
体
的
に
は
一
＝
二
八
1
＝
三
九
、
＝
四
一
－
一
一
四
二
、
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
、

五
一
一
一
一
五
七
年
）
に
は
、
何
ら
か
の
「
税
」
を
め
ぐ
る
衝
突
が
、
ム
ス
チ
ス

ラ
フ
家
門
と
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
公
（
及
び
そ
の
出
身
家
門
）
と
の
間
で
起
こ
っ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
（
本
稿
の
筆
者
は
、
こ
の
論
拠
を
十
分
だ
と
は
考
え
な
い
が
）
。
又
、

「
ザ
レ
ス
キ
ー
」
と
は
、
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
や
プ
ス
コ
フ
地
方
を
も
意
味
し
て
い
た
、

と
い
う
。
続
く
三
つ
の
節
は
第
二
章
の
問
題
設
定
の
な
か
で
は
重
要
だ
が
、
先
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
き
な
仮
説
の
裏
付
け
に
は
関
係
は
し
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
詳
し
く
触
れ
な
い
。

　
こ
の
様
に
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
国
内
の
一
定
の
土
地
か
ら
の
「
税
」
を
ム
ス
チ
ス
ラ
フ

家
門
に
属
す
何
人
か
が
自
分
た
ち
の
所
有
物
で
あ
る
と
考
え
、
他
方
、
ロ
ス
ト
フ

の
ユ
ー
リ
i
（
ド
ル
ゴ
ル
ー
キ
ー
）
公
ら
他
の
家
門
の
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
公
が
そ
こ
か

ら
徴
収
さ
れ
た
税
を
奪
っ
た
際
に
は
、
激
し
く
抗
議
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
ス
モ
レ
ン
ス
ク
及
び
そ
れ
に
隣
接
す
る
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
領
内
の
幾
ら
か
の
土

地
が
大
ム
ス
チ
ス
ラ
フ
の
家
領
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
、
と
い
う
。
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第
三
章
「
ム
ス
チ
ス
ラ
フ
勇
敢
公
の
子
孫
の
分
領
と
そ
の
運
命
」
が
第
二
章
で

確
認
さ
れ
た
大
ム
ス
チ
ス
ラ
フ
の
家
系
と
「
国
税
賦
課
地
」
と
の
繋
が
り
の
、
そ

の
後
の
運
命
を
辿
る
も
の
で
あ
る
。
上
記
の
様
に
大
ム
ス
チ
ス
ラ
フ
の
息
子
ロ
ス

チ
ス
ラ
フ
は
ス
モ
レ
ン
ス
ク
公
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
息
子
の
キ
エ
フ
大
公
ロ
マ
ー

ン
（
在
位
＝
七
四
年
）
及
び
そ
の
兄
弟
で
あ
る
ム
ス
チ
ス
ラ
フ
勇
敢
公
も
ス
モ

レ
ン
ス
ク
を
拠
点
と
し
て
い
た
。
つ
ま
り
こ
の
地
は
彼
ら
の
世
襲
領
地
で
あ
っ
た
。

加
え
て
勇
敢
公
は
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
に
忍
受
さ
れ
た
際
、
「
自
分
の
世
襲
領
地
（
オ
ッ

チ
ナ
）
が
気
に
な
っ
て
い
た
が
…
」
と
述
べ
な
が
ら
も
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
公
就
任
を
断
っ

て
お
り
、
従
っ
て
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
国
内
に
「
ス
モ
レ
ン
ス
ク
公
家
の
世
襲
領
地
（
オ
ッ

チ
ナ
）
」
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
と
い
う
。

　
と
こ
ろ
で
一
二
世
紀
八
○
年
代
に
入
る
と
、
こ
の
兄
弟
間
に
不
和
が
生
じ
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
ロ
マ
ー
ン
の
子
孫
が
ス
モ
レ
ン
ス
ク
公
を
相
続
す

る
こ
と
に
な
り
、
他
方
で
勇
敢
公
の
家
門
は
ト
ロ
ペ
ツ
及
び
そ
の
東
の
ル
ジ
ェ
フ

を
相
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
勇
敢
公
に
は
三
人
の
息
子
が
い
た
が
、
そ
の
長
子

ヴ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
、
次
男
ム
ス
チ
ス
ラ
フ
、
三
男
ダ
ヴ
ィ
ド
は
ト
ロ
ペ
ツ
及
び
ル
ジ
ェ

フ
の
公
で
あ
り
、
三
人
は
世
襲
領
地
と
し
て
こ
の
地
域
を
所
有
し
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
が
一
三
世
紀
に
入
り
リ
ト
ア
ニ
ア
が
拡
大
し
、
二
〇
～
三
〇
年
代
に
は

ト
ロ
ペ
ツ
、
そ
し
て
そ
れ
以
東
に
ま
で
進
み
、
次
の
十
年
で
こ
の
地
域
は
リ
ト
ア

ニ
ア
の
手
中
に
収
ま
る
こ
と
が
決
定
的
に
な
っ
た
。
一
二
六
二
年
以
降
、
ポ
ロ
ツ

ク
即
位
は
リ
ト
ア
ニ
ア
公
家
出
身
者
（
ゲ
ジ
ミ
ノ
ヴ
ィ
チ
）
に
占
め
ら
れ
、
恐
ら

く
こ
の
時
に
ト
ロ
ペ
ツ
も
リ
ト
ア
ニ
ア
領
に
な
っ
た
。
リ
ト
ア
ニ
ア
は
更
に
東
進

し
、
一
三
世
紀
と
一
四
世
紀
の
端
境
期
に
ヴ
ォ
ル
ガ
川
沿
い
の
ル
ジ
ェ
フ
を
落
と

し
た
（
つ
ま
り
こ
の
時
点
で
勇
敢
公
の
子
孫
の
世
襲
領
地
は
全
て
リ
ト
ア
ニ
ア
領

に
な
っ
た
）
。
こ
の
状
況
は
一
四
世
紀
八
○
年
代
ま
で
続
く
こ
と
に
な
っ
た
が
、

そ
の
際
に
重
要
な
の
は
＝
二
二
六
年
に
結
ば
れ
た
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
と
リ
ト
ア
ニ
ア
間

の
和
約
で
あ
る
。
こ
の
和
約
に
よ
っ
て
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
・
ス
モ
レ
ン
ス
ク
国
境
（
直

前
に
は
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
・
ト
ロ
ペ
ツ
国
境
に
な
っ
て
い
た
）
は
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
・
リ
ト

ア
ニ
ア
国
境
に
な
っ
た
の
だ
が
、
こ
の
和
約
の
締
結
に
は
ト
ロ
ペ
ツ
公
家
、
す
な

わ
ち
勇
敢
公
の
孫
フ
ョ
ー
ド
ル
も
参
加
し
て
い
た
。
こ
の
和
約
に
よ
り
件
の
家
領

か
ら
徴
収
さ
れ
た
税
の
支
払
い
が
リ
ト
ア
ニ
ア
に
対
し
て
設
定
さ
れ
、
一
方
で
リ

ト
ア
ニ
ア
は
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
安
全
を
保
障
す
る
、
と
い
う
新
た
な
保
障
シ
ス
テ
ム

が
成
立
し
た
と
す
る
。
こ
の
国
税
徴
収
権
は
、
以
前
に
は
ス
モ
レ
ン
ス
ク
公
家
、

次
い
で
ト
ロ
ペ
ツ
公
家
に
属
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
ト
ロ
ペ
ツ
公
国
崩
壊
後
に

は
一
時
的
に
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
ソ
フ
ィ
ア
聖
堂
に
移
っ
て
い
た
の
だ
が
、
い
ま
や
そ

れ
は
ト
ロ
ペ
ツ
公
家
の
承
認
を
得
た
上
で
リ
ト
ア
ニ
ア
に
移
譲
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

そ
の
七
年
後
、
＝
二
三
三
年
に
は
北
西
国
境
に
お
い
て
、
リ
ト
ア
ニ
ア
に
対
し
て

「
コ
レ
ラ
、
コ
ポ
リ
エ
」
と
い
っ
た
地
域
が
扶
持
と
し
て
与
え
ら
れ
、
そ
の
代
わ

り
に
リ
ト
ア
ニ
ア
は
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
に
対
し
勤
務
公
を
派
遣
し
た
。
こ
の
北
西
地
方

の
勤
務
公
制
度
に
つ
い
て
は
第
七
章
の
紹
介
の
部
分
で
詳
し
く
触
れ
る
が
、
と
も

か
く
、
こ
の
時
代
に
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
と
リ
ト
ア
ニ
ア
の
密
な
関
係
が
樹
立
さ
れ
、
軍

事
的
に
は
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
は
リ
ト
ア
ニ
ア
に
依
存
す
る
様
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

　
第
四
章
「
『
遠
近
全
ロ
シ
ア
の
都
市
一
覧
』
の
編
纂
の
年
代
確
定
の
問
題
」
で

は
一
四
世
紀
末
の
こ
の
二
段
」
の
成
立
年
代
を
確
定
す
る
傍
ら
、
当
時
の
ノ
ヴ

ゴ
ロ
ド
と
リ
ト
ア
ニ
ア
の
国
境
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
の
「
一
覧
」
に
お

い
て
は
、
「
以
下
は
キ
エ
フ
の
町
で
あ
る
　
ロ
シ
川
沿
い
の
ド
レ
ヴ
ェ
ン
、
コ
ル

ス
ニ
…
」
と
い
う
様
に
、
当
時
の
ロ
シ
ア
の
諸
都
市
の
政
治
的
帰
属
に
つ
い
て
記
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さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
コ
覧
」
の
な
か
で
「
リ
ト
ア
ニ
ア
の
町
」
と
さ
れ
て
い

る
も
の
の
中
に
「
ヴ
ォ
ル
ガ
川
沿
い
の
プ
ス
ト
・
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
」
及
び
「
ル
キ
」

　
　
　
あ
　

が
あ
る
。
実
は
こ
れ
が
大
問
題
で
、
も
し
こ
れ
が
既
述
の
「
プ
ス
ト
・
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
」

及
び
「
大
ル
キ
」
を
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
「
国
税
賦
課
地
」
が
一
時
的
に
リ
ト
ア

ニ
ア
領
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
一
五
世
紀
の
国
税
徴
収
権
の
正
当
性
の
根
拠
が

著
者
の
予
想
と
異
な
っ
て
し
ま
う
。
著
者
の
仮
説
で
は
「
プ
ス
ト
・
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
」

及
び
「
大
ル
キ
」
は
あ
く
ま
で
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
領
で
な
く
て
は
な
ら
ず
、
そ
う
で
な

け
れ
ば
こ
の
地
か
ら
リ
ト
ア
ニ
ア
が
「
国
税
」
を
徴
収
し
、
代
わ
り
に
ノ
ヴ
ゴ
ロ

ド
の
安
全
保
障
を
担
当
す
る
と
い
う
構
造
及
び
そ
の
存
立
理
由
を
説
明
す
る
こ
と

が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
著
者
は
「
一
覧
」
に
お
い
て
「
リ
ト
ア
ニ
ア
の

町
」
と
さ
れ
て
い
る
町
の
位
置
を
順
々
に
確
定
し
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
「
ヴ
ォ
ル

ガ
川
沿
い
の
プ
ス
ト
・
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
」
及
び
「
ル
キ
」
の
町
が
、
「
国
税
賦
課
地
」

に
入
っ
た
プ
ス
ト
・
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
及
び
大
ル
キ
で
は
な
い
こ
と
（
大
ル
キ
は
既
に

「
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
町
」
と
し
て
別
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
「
プ
ス
ト
・
ル
ジ
ェ

ヴ
ァ
」
も
「
ザ
レ
ス
キ
ー
の
町
」
と
し
て
別
に
「
ル
ジ
ョ
ヴ
ァ
」
が
存
在
す
る
こ

と
）
を
明
ら
か
に
し
、
「
ヴ
ォ
ル
ガ
川
沿
い
の
プ
ス
ト
・
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
」
と
「
ル

キ
」
は
そ
れ
ぞ
れ
現
在
の
ル
ジ
ェ
フ
（
現
実
に
ヴ
ォ
ル
ガ
川
に
沿
っ
て
い
る
）
及

び
ル
コ
モ
・
ポ
ゴ
ス
ト
（
同
じ
く
ヴ
ォ
ル
ガ
川
沿
い
）
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
そ

の
他
の
「
リ
ト
ア
ニ
ア
の
町
」
を
確
定
す
る
こ
と
で
、
当
時
の
リ
ト
ア
ニ
ア
の
勢

力
圏
を
確
認
す
る
。

四

以
下
で
は
こ
れ
ま
で
検
討
し
た
「
国
税
賦
課
地
」
と
同
様
の
国
税
徴
収
制
度
の

も
と
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
導
入
の
経
緯
が
多
少
な
り
と
も
異
な
る
地
域
に
つ
い
て

触
れ
ら
れ
て
い
る
。

　
第
五
章
「
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
・
ス
モ
レ
ン
ス
ク
国
境
の
タ
リ
ン
の
位
置
の
問
題
」
で

は
一
二
・
＝
二
世
紀
の
年
代
記
記
事
に
現
れ
る
が
、
正
確
な
場
所
が
明
ら
か
で
な

か
っ
た
町
タ
リ
ン
及
び
そ
の
近
郊
の
愈
々
の
位
置
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
、
そ
の
結

果
と
し
て
一
五
世
紀
も
後
半
に
な
っ
て
国
税
賦
課
制
度
の
下
に
置
か
れ
た
ホ
ル
ム

の
当
該
制
度
導
入
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
ず
著
者
は
年
代
記
の
情
報

を
駆
使
し
て
、
タ
リ
ン
と
そ
の
周
辺
の
位
置
を
策
定
し
て
い
き
、
タ
リ
ン
が
一
二
。

＝
二
世
紀
に
は
ス
モ
レ
ン
ス
ク
と
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
国
境
地
帯
に
あ
っ
た
こ
と
を
明

ら
か
に
す
る
。
だ
が
そ
う
な
る
と
、
そ
の
南
に
位
置
（
つ
ま
り
一
二
・
＝
ご
世
紀

に
は
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
領
で
は
な
い
）
す
る
が
、
一
四
七
一
年
の
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
と
リ
ト

ア
ニ
ア
と
の
条
約
の
中
で
は
「
国
税
賦
課
地
」
で
あ
る
と
さ
れ
（
つ
ま
り
ノ
ヴ
ゴ

ロ
ド
領
）
、
リ
ト
ア
ニ
ア
に
国
税
を
支
払
っ
て
い
た
ホ
ル
ム
は
い
か
な
る
原
理
で

国
税
を
払
っ
て
い
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
だ
が
タ
リ
ン
の
位
置
の
確

定
は
、
当
然
、
タ
リ
ン
の
南
に
位
置
す
る
ホ
ル
ム
が
一
二
・
一
三
世
紀
に
は
ス
モ

レ
ン
ス
ク
公
国
、
し
か
も
ト
ロ
ペ
ツ
に
属
し
て
い
た
と
い
う
結
論
に
導
く
も
の
で

あ
る
。
し
か
も
ホ
ル
ム
は
ト
ロ
ペ
ツ
と
同
様
の
行
政
区
分
ペ
レ
ヴ
ァ
リ
に
区
切
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
ホ
ル
ム
は
、
＝
二
世
紀
前
半
ま
で
は

ト
ロ
ペ
ツ
公
国
の
一
部
で
あ
り
、
＝
二
世
紀
後
半
の
ト
ロ
ペ
ツ
公
国
の
崩
壊
後
、

国
税
徴
収
権
が
リ
ト
ア
ニ
ア
に
譲
渡
さ
れ
、
国
税
を
徴
収
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、

こ
の
ホ
ル
ム
が
一
五
世
紀
六
〇
年
代
後
半
に
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
領
に
な
っ
た
後
に
も
、

リ
ト
ア
ニ
ア
は
依
然
と
し
て
こ
の
地
か
ら
国
税
を
徴
収
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で

あ
っ
た
。
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中世ノヴゴロド国の安全保障体制（宮野　裕）

　
第
六
章
「
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
領
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
と
大
ル
キ
の
地
に
お
け
る
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
・

リ
ト
ア
ニ
ア
国
境
関
係
の
問
題
」
で
は
前
章
ま
で
で
扱
わ
れ
た
地
域
よ
り
も
西
側

の
、
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
南
西
国
境
地
帯
の
状
況
に
焦
点
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
具
体

的
に
は
プ
ス
ト
・
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
及
び
大
ル
キ
と
い
う
地
域
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
ヴ
ォ

ロ
ス
チ
は
一
二
世
紀
及
び
一
三
世
紀
初
頭
に
は
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
領
で
あ
っ
た
こ
と
が

年
代
記
な
ど
で
知
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
＝
二
世
紀
第
二
四
半
期
以
降
、
こ
の
地
方

へ
の
リ
ト
ア
ニ
ア
の
攻
勢
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
恐
ら
く
は
リ
ト
ア
ニ
ア

領
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
プ
ス
ト
・
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
の
北
側
及
び
西
側
の
ヴ
ォ
ロ
ス
チ

境
界
線
沿
い
の
一
連
の
要
塞
防
衛
線
が
証
明
す
る
。
ま
た
こ
れ
に
関
し
て
は
年
代

記
か
ら
も
裏
付
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
だ
が
そ
の
後
、
一
三
世
紀
六
〇
年
代
に
は
、

こ
の
二
つ
の
ヴ
ォ
ロ
ス
チ
は
再
び
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
領
に
戻
っ
て
い
る
。
そ
の
後
も
こ

の
地
域
は
リ
ト
ア
ニ
ア
と
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
と
の
係
争
地
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
＝
一
一
二

六
年
に
両
者
は
和
平
を
結
び
、
そ
の
際
に
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
南
部
の
「
国
税
賦
課
地
」

の
例
に
倣
い
、
新
た
に
プ
ス
ト
・
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
と
大
ル
キ
が
「
国
税
賦
課
地
」
と

し
て
設
定
さ
れ
た
（
つ
ま
り
依
然
と
し
て
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
領
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
て
い
た
）
の
だ
っ
た
。
但
し
既
述
の
ホ
ル
ム
及
び
当
時
は
プ
ス
コ
フ
領
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ザ
ク
リ
ニ
エ
、
ル
ボ
コ
ヴ
ォ
は
ま
だ
そ
こ
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
の
「
国

税
賦
課
地
」
設
定
と
い
う
仮
説
は
、
一
五
世
紀
初
頭
の
リ
ト
ア
ニ
ア
と
プ
ス
コ
フ

が
軍
事
衝
突
を
し
た
際
に
裏
付
け
ら
れ
る
。
両
者
は
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
領
で
あ
っ
た
こ

の
プ
ス
ト
・
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
及
び
大
ル
キ
を
舞
台
に
し
て
戦
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
際

に
プ
ス
コ
フ
は
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
に
援
軍
を
求
め
た
が
、
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
は
そ
れ
を
断
っ

て
い
る
。
ま
た
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
は
自
国
の
プ
ス
ト
・
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
と
大
ル
キ
で
他
国

の
戦
闘
が
行
わ
れ
て
い
る
の
に
も
拘
わ
ら
ず
、
両
者
に
対
し
て
何
の
抗
議
も
行
っ

て
い
な
い
。
ま
た
戦
闘
開
始
後
に
、
リ
ト
ア
ニ
ア
か
ら
「
誓
約
書
」
が
第
三
者
で

あ
る
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
に
対
し
て
送
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
「
奇
妙
な
状
況
」
を

説
明
す
る
た
め
に
著
者
は
こ
こ
で
大
胆
な
仮
説
を
提
示
す
る
。
す
な
わ
ち
ノ
ヴ
ゴ

ロ
ド
の
役
目
（
恐
ら
く
は
一
三
二
六
年
の
条
約
に
起
源
を
持
つ
）
は
「
国
税
賦
課

地
」
か
ら
リ
ト
ア
ニ
ア
に
国
税
が
確
実
に
入
る
こ
と
を
保
証
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
状
況
で
、
当
時
、
恐
ら
く
は
プ
ス
コ
フ
が
こ
の
税
の
一
部
を
奪
っ
て
い
た
。

プ
ス
ト
・
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
が
一
時
期
プ
ス
コ
フ
の
手
中
に
あ
っ
た
こ
と
は
推
測
で
き

る
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
プ
ス
ト
・
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
は
プ
ス
コ
フ
に
固
有
の

下
位
行
政
管
区
「
グ
プ
」
に
分
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
ル
キ
の

一
部
で
も
確
認
さ
れ
る
。
従
っ
て
リ
ト
ア
ニ
ア
は
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
を
し
て
プ
ス
コ
フ

を
懲
罰
さ
せ
た
（
つ
ま
り
プ
ス
コ
フ
に
手
を
貸
さ
な
か
っ
た
）
と
い
う
。
つ
い
で

こ
の
戦
い
の
結
果
、
プ
ス
コ
フ
領
で
あ
っ
た
ザ
ク
リ
ニ
エ
お
よ
び
ル
ボ
コ
ヴ
ォ
も

「
国
税
賦
課
地
」
に
な
っ
て
い
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
こ
れ
は
、
プ
ス
ト
。
ル
ジ
ェ

ヴ
ァ
及
び
大
ル
キ
に
与
え
た
物
質
的
損
害
に
対
す
る
賠
償
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
最

終
的
に
、
大
ル
キ
に
隣
接
し
た
ホ
ル
ム
が
「
国
税
賦
課
地
」
に
な
っ
た
。
こ
の
時

期
を
確
定
す
る
史
料
は
な
い
が
、
著
者
に
よ
れ
ば
、
一
四
六
三
年
、
つ
ま
り
リ
ト

ア
ニ
ア
と
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
が
反
モ
ス
ク
ワ
に
お
い
て
一
致
し
た
年
が
最
も
良
い
と
い

う
。
つ
ま
り
同
盟
の
担
保
と
し
て
ホ
ル
ム
が
「
国
税
賦
課
地
」
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
最
終
章
「
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
扶
持
制
度
と
リ
ト
ア
ニ
ア
勤
務
公
」
で
は
こ
れ
ま
で

に
述
べ
て
き
た
南
東
、
南
部
国
境
で
の
「
国
税
賦
課
地
」
に
つ
い
て
で
は
な
く
、

バ
ル
ト
海
沿
岸
の
コ
ポ
リ
エ
地
方
な
ど
の
北
西
地
方
に
設
定
さ
れ
た
扶
持
制
度
を

検
証
す
る
。
従
っ
て
こ
れ
ま
で
の
話
と
は
離
れ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
対
す
る
ノ
ヴ

ゴ
ロ
ド
国
の
安
全
保
障
制
度
と
し
て
の
扶
持
制
度
（
勤
務
公
制
度
）
に
焦
点
が
当
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て
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
制
度
は
扶
持
と
し
て
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
国
か
ら
土
地
を
受
け
取
っ

た
勤
務
公
が
対
価
と
し
て
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
を
軍
事
的
に
支
援
す
る
と
い
う
も
の
で
あ

り
、
＝
二
・
一
四
世
紀
の
端
境
期
の
頃
か
ら
数
人
の
「
勤
務
」
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
勤
務
公
で
あ
っ
た
の
は
主
に
リ
ト
ア
ニ
ア
の
公
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
に
も
ベ

ロ
ー
ゼ
ロ
公
家
出
身
者
や
出
自
の
不
明
な
人
物
な
ど
数
名
が
勤
務
す
る
こ
と
が
あ
っ

た
。
だ
が
こ
の
制
度
の
全
貌
は
明
ら
か
に
な
っ
て
は
い
な
い
の
だ
が
、
こ
こ
に
お

い
て
著
者
に
よ
り
本
格
的
な
検
討
に
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ま
ず
著
者
は
扶
持
と
し
て
の
土
地
の
付
与
を
可
能
な
限
り
調
べ
上
げ
、
そ
の
結

果
、
付
与
さ
れ
た
土
地
が
二
ヶ
所
で
あ
っ
て
、
同
時
に
二
人
の
勤
務
公
が
雇
わ
れ

て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
一
方
に
は
ル
ス
ク
、
ラ
ド

ガ
、
そ
し
て
コ
ポ
リ
エ
（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
湾
南
岸
）
の
半
分
で
あ
り
、
も
う
一
方

に
は
残
り
の
コ
ポ
リ
エ
、
オ
レ
ホ
フ
（
ラ
ド
が
湖
の
南
岸
）
、
コ
レ
ラ
（
ラ
ド
が

湖
西
岸
）
で
あ
っ
た
。
前
者
を
付
与
さ
れ
た
者
を
辿
る
と
、
代
々
リ
ト
ア
ニ
ア
公

家
の
出
身
者
（
ナ
リ
モ
ン
ト
公
、
そ
の
息
子
バ
ト
リ
ー
キ
i
公
、
ル
グ
ヴ
ェ
ニ
公
、

ロ
マ
ー
ン
公
）
が
引
き
継
い
で
お
り
、
後
者
は
ベ
ロ
ー
ゼ
ロ
公
家
出
身
者
（
一
三

九
七
年
ま
で
）
及
び
ス
モ
レ
ン
ス
ク
公
家
出
身
者
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
ノ
ヴ
ゴ
ロ

ド
国
は
一
方
を
一
貫
し
て
リ
ト
ア
ニ
ア
公
家
出
身
者
に
与
え
、
他
方
を
も
一
貫
し

て
ベ
ロ
ー
ゼ
ロ
或
い
は
ス
モ
レ
ン
ス
ク
公
家
に
付
与
し
た
の
だ
っ
た
。

　
従
っ
て
次
に
問
題
に
な
る
の
は
こ
の
制
度
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド

政
府
の
意
図
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
制
度
は
強
ま
り
つ
つ
あ
る
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
や
ド
イ
ツ
騎
士
団
に
対
す
る
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
安
全
保
障
制
度
と
し
て
捉
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
著
者
に
よ
れ
ば
、
こ
の
制
度
は
リ
ト
ア
ニ
ア
に
対
す
る
安

全
を
保
障
す
る
制
度
で
も
あ
っ
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
リ
ト
ア
ニ
ア
公
を
勤
務
公

と
し
て
受
け
入
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
一
方
で
彼
ら
の
監
視
役
と
し
て
、
ベ
ロ
ー
ゼ

ロ
や
ス
モ
レ
ン
ス
ク
の
公
家
出
身
者
を
北
西
国
境
で
勤
務
さ
せ
る
こ
と
で
リ
ト
ア

ニ
ア
を
牽
制
し
た
の
だ
っ
た
と
い
う
。

五

　
本
書
は
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
と
リ
ト
ア
ニ
ア
、
モ
ス
ク
ワ
の
三
国
の
政
治
的
関
係
を
探

る
う
え
で
重
要
な
も
の
で
あ
る
が
、
一
方
で
幾
つ
か
の
難
点
も
存
在
す
る
。
従
っ

て
こ
こ
で
は
こ
の
議
論
の
問
題
点
に
触
れ
、
そ
の
後
で
こ
の
議
論
の
史
学
史
上
の

到
達
点
を
位
置
づ
け
、
展
望
を
述
べ
て
み
た
い
。

　
ま
ず
問
題
点
と
し
て
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
に
分
か
れ
る
。
第
一
に
「
国
税
賦

課
地
」
そ
の
も
の
に
関
す
る
も
の
で
、
わ
け
て
も
「
国
税
賦
課
地
」
を
大
ム
ス
チ

ス
ラ
フ
の
家
領
で
あ
っ
た
と
す
る
主
張
（
第
二
章
に
該
当
）
は
、
今
後
更
に
議
論

が
深
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
著
者
の
議
論
は
九
割
方
が
状
況
証
拠
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
確
か
に
こ
の
時
代
の
史
料
状
況
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
れ
は

仕
方
の
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
ロ
ス
チ
ス
ラ
フ
公
の
行
政
文
書
の
「
ザ
レ
ス
キ
ー

税
」
に
関
す
る
情
報
及
び
、
ム
ス
チ
ス
ラ
フ
勇
敢
公
の
関
す
る
年
代
記
記
事

（「

ｩ
分
の
オ
ッ
チ
ナ
が
気
に
な
っ
て
い
た
が
…
」
）
と
い
っ
た
証
拠
だ
け
で
は
あ

ら
ゆ
る
読
者
を
納
得
さ
せ
る
こ
と
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
。
著
者
が
述
べ
る
ご
と
く
、

こ
の
地
域
が
大
ム
ス
チ
ス
ラ
フ
が
設
定
し
た
家
領
で
あ
れ
ば
、
彼
の
子
孫
の
う
ち
、

ス
モ
レ
ン
ス
ク
系
ば
か
り
か
、
キ
エ
フ
大
公
で
あ
っ
た
イ
ジ
ャ
ス
ラ
フ
・
ム
ス
チ

ス
ラ
ヴ
ィ
チ
（
在
位
一
一
四
六
一
一
一
四
九
年
）
の
子
孫
な
ど
に
も
目
を
配
る
べ

き
で
あ
る
。
現
に
イ
ジ
ャ
ス
ラ
フ
は
ス
ー
ズ
ダ
リ
公
ユ
ー
リ
：
に
よ
る
「
ノ
ヴ
ゴ

ロ
ド
の
自
分
［
イ
ジ
ャ
ス
ラ
フ
の
…
筆
者
註
…
］
の
ダ
ー
二
」
の
強
奪
に
ひ
ど
く
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れ
　

執
着
し
て
い
る
。
直
接
の
証
拠
が
殆
ど
な
い
た
め
、
か
か
る
証
拠
を
も
収
集
し
、

状
況
証
拠
か
ら
で
も
、
家
領
の
存
在
に
つ
い
て
納
得
で
き
る
よ
う
更
に
議
論
を
深

め
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
よ
う
。

　
更
に
も
う
一
点
。
か
か
る
国
税
賦
課
制
度
の
成
立
を
著
者
は
＝
二
二
六
年
目
ノ

ヴ
ゴ
ロ
ド
・
リ
ト
ア
ニ
ア
間
の
和
約
に
求
め
た
が
、
こ
れ
に
関
し
て
も
更
な
る
証

拠
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
の
交
代
す
る
た
び
に
そ
の
使
節
と
ノ
ヴ

ゴ
ロ
ド
と
が
交
渉
し
て
い
た
と
い
う
事
実
そ
の
も
の
は
、
た
と
え
著
者
が
主
張
す

る
様
な
保
障
関
係
が
存
在
し
な
く
と
も
起
こ
り
う
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
交
渉

の
過
程
及
び
交
渉
内
容
が
不
明
瞭
で
あ
る
以
上
、
こ
こ
か
ら
は
保
障
関
係
の
存
在

は
明
ら
か
に
は
な
ら
な
い
。

　
次
の
大
き
な
点
は
「
国
税
徴
収
権
」
の
移
動
に
関
し
て
で
あ
る
。
著
者
は
こ
れ

を
専
ら
＝
二
二
四
～
二
六
年
の
政
治
状
況
か
ら
説
明
す
る
が
、
徴
収
さ
れ
る
土
地

か
ら
の
か
か
る
「
権
利
」
の
分
離
が
こ
の
時
代
に
起
こ
り
え
た
の
か
、
と
い
う
疑

問
が
あ
る
。
つ
ま
り
当
時
、
当
該
の
地
域
に
対
す
る
行
政
権
は
持
た
な
い
が
、
徴

税
権
を
持
つ
と
い
う
構
造
が
あ
り
え
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
特
に
ホ
ル

ム
・
ポ
ゴ
ス
ト
で
は
二
度
に
渡
り
徴
税
権
だ
け
が
移
動
し
て
い
る
。
加
え
て
徴
税

権
だ
け
の
移
動
は
状
況
的
に
も
不
可
能
だ
っ
た
よ
う
に
筆
者
に
は
思
わ
れ
る
。
と

い
う
の
も
、
も
し
ル
ー
シ
の
地
が
リ
ュ
ー
リ
ク
家
の
家
産
で
あ
る
と
（
つ
ま
り
各
々

の
地
域
は
特
定
の
家
門
の
「
所
有
物
」
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
上
級
観
念
と
し
て
リ
ュ
ー

リ
ク
家
の
家
産
で
あ
る
と
）
考
え
ら
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
や
は
り
、
ノ
ヴ
ゴ
ロ

ド
が
リ
ト
ア
ニ
ア
国
家
に
「
国
税
」
を
支
払
う
こ
と
に
関
し
て
、
モ
ス
ク
ワ
大
公

家
か
ら
の
非
難
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
い
う
の
も
一
四
世
紀
以
降
、

モ
ス
ク
ワ
の
宗
主
権
を
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
は
認
あ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
。

　
ま
た
著
者
の
議
論
で
は
国
税
徴
収
権
は
結
局
の
と
こ
ろ
、
大
ム
ス
チ
ス
ラ
フ
の

子
孫
の
中
で
も
勇
敢
公
の
子
孫
（
ト
ロ
ペ
ツ
、
ル
ジ
ェ
フ
の
公
）
の
も
の
に
な
っ
て

い
る
点
で
あ
る
。
だ
が
こ
れ
を
示
す
直
接
の
証
拠
は
な
い
。
ス
モ
レ
ン
ス
ク
公
家
か

ら
ト
ロ
ペ
ツ
公
家
へ
の
徴
収
権
の
移
動
の
確
認
が
急
が
れ
る
。
こ
の
点
が
確
認
さ

れ
な
い
限
り
＝
二
二
六
年
の
和
約
に
は
ト
ロ
ペ
ツ
公
家
ば
か
り
か
ス
モ
レ
ン
ス
ク

公
家
か
ら
も
代
表
が
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
問
題
点
を
指
摘
し
た
後
、
こ
の
議
論
の
到
達
点
に
つ
い
て
触
れ
て

み
よ
う
。
見
て
の
通
り
著
者
は
国
税
賦
課
制
度
と
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
安
全
保
障
政
策

と
が
切
り
離
す
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
内

実
は
時
代
に
よ
り
異
な
っ
て
お
り
、
＝
二
世
紀
以
降
の
「
国
税
賦
課
地
」
か
ら
の

「
国
税
」
徴
収
権
の
リ
ト
ア
ニ
ア
へ
の
移
譲
と
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
安
全
保
障
制
度
の

形
成
と
の
関
連
づ
け
、
ま
た
北
西
地
方
を
扶
持
と
し
て
与
え
る
リ
ト
ア
ニ
ア
の
勤

務
公
制
度
に
よ
る
安
全
保
障
と
に
大
別
さ
れ
る
の
で
は
あ
る
が
。
こ
う
し
た
主
張

は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
と
は
異
な
り
、
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
安
全
保
障
制
度
を
成
り
立

た
せ
て
い
る
「
担
保
」
を
具
体
化
し
た
と
い
う
点
で
意
味
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の

研
究
で
は
、
強
大
化
し
つ
つ
あ
っ
た
モ
ス
ク
ワ
大
公
国
と
リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
国
と

の
狭
間
で
、
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
は
そ
の
時
々
の
状
況
に
よ
り
い
ず
れ
か
の
側
に
つ
く
こ

と
で
軍
事
力
の
欠
如
（
不
足
）
を
補
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
時
々

の
状
況
と
は
、
両
大
公
国
の
状
況
の
他
に
は
、
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
国
内
の
親
モ
ズ
ク
ワ

派
と
親
り
ト
ア
ニ
ア
派
と
の
主
導
権
争
い
の
状
況
を
意
味
し
て
い
た
。
・
確
か
に
か

か
る
国
内
の
状
況
は
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
対
外
関
係
の
方
向
を
決
定
す
る
重
要
な
要
因

で
は
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
筆
者
は
否
定
す
る
つ
も
り
は
な
い
。
だ
が
こ
の
主
導

権
争
い
は
全
く
公
平
に
、
そ
し
て
ど
ち
ら
に
も
有
利
で
は
な
い
状
況
に
お
い
て
な

「
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さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
著
者
の
説
を
受
け
入
れ
る
な
ら
ば
、
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の

安
全
保
障
政
策
は
圧
倒
的
に
リ
ト
ア
ニ
ア
に
依
存
し
た
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
た

と
え
外
交
政
策
自
体
が
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
国
内
の
党
派
争
い
の
結
果
如
何
で
あ
っ
た
と

し
て
も
、
こ
の
争
い
そ
の
も
の
は
元
来
、
リ
ト
ア
ニ
ア
に
頼
る
べ
き
で
あ
る
と
す

る
側
に
有
利
な
状
況
で
な
さ
れ
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
考
慮
す
れ
ば
、
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
が
事
あ
る
ご
と
に
モ
ス
ク
ワ
に

非
協
力
的
な
態
度
を
と
り
続
け
た
こ
と
も
説
明
の
出
来
ぬ
こ
と
で
は
な
い
。
ノ
ヴ

ゴ
ロ
ド
と
モ
ス
ク
ワ
は
後
代
の
、
わ
け
て
も
一
九
世
紀
の
歴
史
家
に
よ
り
「
専
制
」

対
「
共
和
政
」
の
構
図
で
把
握
さ
れ
、
或
い
は
理
念
化
さ
れ
も
し
た
が
、
実
際
に

は
両
者
の
対
立
の
原
因
は
、
政
治
体
制
の
対
立
で
は
な
く
、
根
の
深
い
、
構
造
的

な
も
の
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　
本
書
に
お
け
る
著
者
の
議
論
は
大
き
な
パ
…
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
を
持
ち
う
る
も
の

で
あ
り
、
ま
た
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
国
制
構
造
研
究
に
お
け
る
必
読
文
献
と
し
て
の
価

値
を
十
分
に
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
も
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
辺
境
の
状
況
を
初
め
て

旦
ハ
体
化
し
た
。
本
書
の
巻
末
に
は
刀
・
A
・
ヴ
ァ
サ
ル
イ
ガ
と
の
共
同
研
究
の
成

果
と
し
て
、
ト
ル
ジ
ョ
ー
ク
か
ら
プ
ス
コ
フ
に
い
た
る
ヴ
ォ
ロ
ス
チ
の
詳
細
な
歴

史
地
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
図
だ
け
で
も
、
今
後
の
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
、
モ

ス
ク
ワ
、
リ
ト
ア
ニ
ア
史
の
研
究
に
は
大
い
に
役
立
つ
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
領

域
の
研
究
に
と
っ
て
、
必
読
文
献
と
な
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

註（
1
）
論
毘
鵠
b
岡
島
霞
島
門
8
鼻
鼠
鼠
国
密
鱒
口
。
沼
器
麟
韻
馨
霞
超
賀
嵩
麟
圏
輝
国
，
図
く
尊
6
輿
。
切
・

　
憲
．
藁
罵
。
。
．
本
書
は
近
年
に
発
表
さ
れ
た
論
文
を
ま
と
あ
た
上
で
手
を
加
え
た
も
の

　
で
あ
り
、
各
章
は
各
々
が
異
な
る
問
題
設
定
を
行
っ
て
い
る
。
尚
、
章
立
て
は
以
下

　
の
通
り
。
第
一
章
「
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
国
税
賦
課
制
度
潟
騒
。
言
忌
冨
。
」
（
こ
の
鵡
遇

　
餌
。
遷
馨
冨
。
と
い
う
語
は
当
時
の
言
葉
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
研
究
者
が
使
用
す

　
る
概
念
を
表
す
言
葉
で
あ
り
、
チ
ョ
ー
ル
ナ
ヤ
・
ク
ナ
潟
職
露
囚
回
灘
が
課
さ
れ

　
る
制
度
を
意
味
す
る
。
ク
ナ
と
は
元
々
は
　
の
皮
を
表
す
一
言
葉
か
ら
派
生
し
た
も
の

　
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
で
は
通
貨
単
位
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

　
た
。
チ
ョ
ー
ル
ナ
ヤ
・
ク
ナ
と
は
一
般
的
に
言
え
ば
、
公
の
利
用
の
た
め
に
徴
収
さ

　
れ
た
税
を
示
す
。
本
稿
の
筆
者
は
反
論
を
予
想
し
つ
つ
も
、
国
税
と
い
う
訳
語
を
あ

　
て
た
。
）
、
第
二
章
「
ス
モ
レ
ン
ス
ク
主
教
区
創
設
に
関
す
る
文
書
群
」
、
第
三
回

忌
「
ム
ス
チ
ス
ラ
フ
勇
敢
公
の
子
孫
の
分
領
と
そ
の
運
命
」
、
第
四
章
「
『
遠
近
全
ロ
シ

　
ア
の
都
市
一
覧
』
の
編
纂
の
年
代
確
定
の
問
題
」
、
第
五
章
「
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
・
ス
モ

　
レ
ン
ス
ク
国
境
の
タ
リ
ン
の
位
置
の
問
題
」
、
第
六
章
「
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
領
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ

　
と
大
ル
キ
の
地
に
お
け
る
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
・
リ
ト
ア
ニ
ア
国
境
関
係
の
問
題
」
、
第
七

　
章
「
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
扶
持
制
度
と
リ
ト
ア
ニ
ア
勤
務
公
」
。
第
一
、
三
、
七
章
は
本

　
書
の
た
め
の
書
き
下
ろ
し
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
2
）
現
在
ま
で
に
発
掘
資
料
報
告
集
（
文
書
解
釈
を
含
む
）
が
八
冊
刊
行
さ
れ
て
い
る

　
（
一
九
五
一
－
一
九
八
九
年
発
掘
分
）
。
顛
。
罵
。
讐
碧
§
o
口
篭
曾
罵
鶏
⑰
稽
①
。
器
（
器

　
甥
答
調
。
図
購
蟄
マ
窃
。
。
轟
－
。
。
囎
『
”
y
一
こ
這
巳
山
罵
ω
．
我
が
国
で
は
松
木
栄
三
氏
の
紹

　
介
（
例
え
ば
松
木
栄
三
「
白
樺
文
書
注
解
（
一
）
」
『
宇
都
宮
大
学
教
養
部
研
究
報
告
』

　
二
五
－
一
、
一
九
九
二
年
、
＝
二
五
i
一
六
七
頁
）
が
あ
り
、
ま
た
ヤ
ー
ニ
ン
の
日

　
本
で
の
講
演
を
訳
出
し
た
も
の
（
B
・
刀
・
ヤ
ー
ニ
ン
著
、
松
木
栄
三
訳
「
ノ
ヴ
ゴ

　
ロ
ド
白
樺
文
書
」
『
木
簡
研
究
』
第
一
六
号
、
一
九
九
六
年
）
を
読
む
こ
と
が
出
来
る
。

（
3
）
麟
畠
δ
署
碧
囲
緒
臣
9
鴇
期
器
吋
。
§
。
げ
8
省
冒
需
。
調
諸
翻
聲
厳
0
3
践
ω
零
弩
切
。
罫
島
‘

　
罵
い
黛
圃
調
淘
し
嚇
剴
。
韓
8
8
9
醸
馨
写
8
賊
翼
器
日
。
譲
。
急
（
圃
∩
周
淘
●
）
弾
ω
●
調
。
。
。
－

　
8
零
智
開
慧
器
♂
隷
。
ず
∩
瓢
噛
一
。
。
ミ
…
日
タ
畷
。
鵯
＆
o
碧
養
母
鵡
。
謡
。
唱
詔
員
禽
。
§
o
げ
．

　
6
臣
③
温
。
。
亀
．
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
第
一
年
代
記
の
内
、
シ
ノ
ド
本
（
旧
版
）
に
つ
い
て
は

　
邦
語
訳
が
あ
る
。
『
古
代
ロ
シ
ア
研
究
』
一
二
、
一
三
、
一
五
1
一
八
号
、
一
九
七

　
八
一
一
九
九
一
年
を
参
照
。

（
4
）
畷
。
零
帽
。
碧
璽
・
慧
。
鷺
。
・
麗
釜
罵
鰻
・
∩
駅
．
藁
。
。
鰺
も
第
吋
温
－
◎

（
5
）
例
え
ば
姻
o
o
弓
冨
趨
。
切
上
．
園
．
6
青
墨
国
。
唱
蜜
o
o
画
調
。
調
竜
Q
淵
華
麗
。
鵠
陶
り
d
o
切
唱
。
罵
①
蕾
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冤
淵
0
翻
『
圃
O
。
切
目
0
蝦
①
切
O
男
O
団
干
草
園
凋
鉾
6
調
0
こ
一
〇
Q
α
ω
胴
囲
囲
馨
罵
吋
O
§
跳
諺
■
鼠
．
O
畷
O
や
際
。
聾
瞬
蜜
趨
O
綴
－

　
　
躍
①
農
本
O
円
O
唱
鼠
圏
燭
0
唱
圏
u
司
量
切
圃
⑦
鼠
白
図
O
蜜
隅
O
切
円
O
唱
O
員
0
●
ミ
演
愚
羅
賀
三
蹟
餌
凝
O
↓
①
や
O
山
岨

　
　
躍
函
や
O
鎧
麟
帥
腎
O
圃
唱
O
O
切
0
貝
0
禺
躍
鹸
．
幽
。
N
O
㍗
N
宝
唱
6
暇
⑰
曽
一
〇
◎
q
博
O
調
葵
0
8
0
函
O
唱
朔
山
踏
図
頓
0
踏
躍
①
欺

　
　
馨
円
畠
§
鯛
。
因
。
切
鉾
6
圏
◎
国
。
。
q
ω
・
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
尚
、
民
会
に
つ
い
て
、
我

　
　
が
国
で
は
以
下
の
論
考
を
読
む
こ
と
が
出
来
る
。
阿
部
重
雄
「
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
共
和
政

　
　
の
限
界
に
つ
い
て
」
『
史
学
雑
誌
』
墨
黒
ー
六
、
一
九
五
三
年
、
四
六
－
六
八
頁
、

　
　
清
水
睦
夫
「
ノ
ヴ
ガ
ラ
ッ
ド
共
和
国
の
行
政
組
織
と
社
会
構
成
（
上
）
／
（
中
）
」
『
史

　
　
峯
』
一
／
二
号
、
一
九
五
三
／
一
九
五
四
年
、
七
－
三
〇
／
一
－
三
二
頁
、
田
中
陽
児

　
　
「
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
『
民
会
』
考
（
上
）
／
（
中
）
／
（
下
）
」
『
白
山
史
学
』
九
1
＝
号
、
一

　
　
九
六
三
一
一
九
六
五
年
、
一
－
一
八
／
一
七
－
四
一
／
一
一
二
二
頁
、
石
戸
谷
重
郎

　
　
「
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
史
研
究
の
課
題
と
方
法
」
『
奈
良
教
育
大
学
人
文
社
会
科
学
紀
要
』
一

　
　
三
－
一
号
、
一
九
六
五
年
、
一
－
二
三
頁
、
笹
川
裕
史
「
ノ
ー
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
一
＝
二

　
　
六
年
事
件
」
『
古
代
ロ
シ
ア
研
究
』
～
五
号
、
一
九
八
三
年
、
「
〇
七
1
＝
｝
六
頁

　
　
を
参
照
。
ま
た
、
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
史
研
究
の
動
向
を
紹
介
し
た
も
の
と
し
て
、
ア
・
エ

　
　
ヌ
・
ツ
ァ
ム
タ
リ
i
著
、
松
木
栄
三
訳
「
一
九
世
紀
～
二
〇
世
紀
初
め
の
ロ
シ
ア
歴

　
　
史
学
に
お
け
る
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
史
研
究
」
『
宇
都
宮
大
学
教
養
部
研
究
紀
要
』
一
八
－

　
　
一
、
一
九
八
五
年
、
＝
二
七
i
一
五
五
頁
を
読
む
こ
と
が
出
来
る
。

（
6
）
例
え
ば
門
署
図
自
明
．
淘
．
圃
。
雪
畠
。
碧
図
禺
謙
盈
。
冨
畠
湊
愚
8
曹
慧
”
竃
．
』
ゆ
一
冷
凶
霞
臨

　
　
切
。
高
響
囲
O
切
円
O
昭
O
鈎
O
開
圏
⑦
調
O
O
葺
訓
囲
二
巴
．
護
」
一
瓢
α
N
　
調
O
璃
切
三
門
隅
躍
麟
調
．
高
．
◎
巖
O
唱
曲
隅
O
O
門
戸
－

　
　
留
駅
調
O
I
ω
擁
O
盟
O
蜜
置
謡
①
O
緊
O
蹄
躍
悶
O
調
因
由
園
鵡
①
O
図
O
蹄
調
O
同
O
噂
調
園
剛
幽
O
切
門
O
唱
O
油
田
切
0
麺
置
区
O
『
O
b
ロ

　
　
図
砂
浴
，
霞
國
國
ご
6
層
口
。
寓
二
一
ゆ
刈
⑰
　
〉
ハ
O
唱
O
霞
0
ご
ゆ
》
・
6
’
燭
O
唱
開
O
e
◎
伊
切
O
O
儲
国
舘
ぴ
国
O
一
頃
O
翻
圏
目
調
娼
O
O
図
O
録

　
　
o
置
。
目
。
鼠
①
圃
畠
『
o
鴫
。
碧
図
。
隊
魯
o
o
員
諾
堅
。
蹟
罵
身
愚
高
漢
澤
㌶
．
魑
罵
。
。
O
．
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
　
邦
語
文
献
と
し
て
は
松
木
栄
三
『
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
貴
族
覚
書
』
「
宇
都
宮
大
学
教
養
部

　
　
研
究
報
告
」
＝
二
一
一
、
一
九
八
○
年
、
一
－
三
一
頁
、
同
『
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
貴
族

　
　
的
所
有
に
つ
い
て
（
一
）
／
（
二
）
』
「
同
報
告
」
一
四
－
一
／
一
七
一
一
、
一
九
八
一
／

　
　
一
九
八
四
年
、
一
1
二
九
頁
／
四
三
一
七
三
頁
を
参
照
。

（
7
）
例
え
ば
囲
翼
欝
興
臨
．
｝
臣
蹟
自
。
穣
瞬
輿
畠
。
蔭
器
畠
。
門
。
⑪
匿
冨
切
。
員
翼
曾
。

　
　
躍
O
切
d
門
O
剛
O
掴
世
局
」
一
〇
◎
ゆ
ω
旧
論
出
匿
臨
閃
．
国
●
興
亡
O
O
翔
舘
月
0
㎝
①
0
①
噂
O
O
↓
メ
：
護
・
仙
闘
詩
い
…
O
姻
葵
0
．

　
　
隅
瓦
円
。
署
碧
駅
鎧
脅
¢
畠
嵩
酬
要
論
。
6
0
斤
目
騨
冨
．
．
賂
。
。
国
を
参
照
。
邦
語
文
献
で
は
、
松

　
　
木
栄
三
『
中
世
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
街
区
に
つ
い
て
』
「
宇
都
宮
大
学
教
養
部
研
究
報
告
」

　
　
一
一
一
一
一
、
　
一
九
八
八
年
、
一
二
七
－
一
六
八
頁
、
同
『
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
市
場
』

　
　
「
同
報
告
」
角
燈
ー
一
、
一
九
八
九
年
、
五
五
一
八
四
頁
を
参
照
。

（
8
）
　
円
咽
O
図
O
b
印
閉
・
淘
・
噸
①
国
O
員
δ
錦
竃
ぬ
二
六
O
切
門
O
噂
O
淘
①
切
0
短
見
馨
O
鑑
切
圏
切
切
0
閣
①
．
ミ
図
幽
0
圃
匿
②

　
　
ω
轟
§
§
蹟
定
定
目
属
霞
臼
蓋
調
躍
．
吻
》
調
罵
O
調
嘩
・
轟
．
謡
・
．
略
罵
も
趨
』
甲
N
一
（
筆
者
未

　
　
見
、
内
容
に
つ
い
て
は
ヤ
ー
ニ
ン
の
著
作
及
び
笹
川
氏
の
前
掲
論
文
に
よ
り
知
っ
た
。
）

　
　
　
論
躍
畿
躍
咽
囲
◎
切
門
O
唱
O
鋼
O
図
圏
0
圃
O
O
麟
潤
隅
国
圏
圃
・
O
趨
。
轟
い
一
ゆ
ω
馴
◎
匿
葵
0
●
周
や
O
③
員
①
冨
匿
O
O
周
謡
鶏
伊

　
　
國
O
蹄
O
唱
門
髄
麟
瞬
ω
働
四
二
圏
鵠
O
o
げ
『
O
唱
O
凋
O
《
O
駄
噂
O
O
口
固
α
函
隅
圏
蜜
。
ミ
鼠
O
目
O
噂
国
ぬ
6
6
∩
哨
・
國
ゆ
q
O
I
把

　
　
。
嬬
●
魔
ム
。
。
・

（
9
）
9
七
二
畠
譲
．
舜
謬
♂
騒
凶
彊
♂
。
・
。
図
。
門
。
『
。
。
養
竜
。
田
陶
。
瑠
①
駆
立
田
婆
。
彰
二
等
車
・

　
　
野
零
露
温
。
。
。
。
抑
。
起
』
ω
O
山
ω
一
・
リ
ュ
パ
フ
ス
キ
ー
の
古
典
的
著
作
（
瞬
δ
③
鶴
。
図
工

　
　
護
．
図
　
・
◎
爵
①
唱
口
調
O
門
O
唱
濫
調
員
置
月
O
◎
印
O
図
O
I
鳴
冤
O
O
開
O
門
◎
門
O
O
矯
虫
陶
唱
O
吋
◎
6
翻
員
O
歳
お
α
高
潤
躍
O
開
O
爵

　
　
遷
§
三
唱
δ
霞
器
翻
踏
。
・
鍵
こ
岡
類
O
’
）
は
リ
ト
ア
ニ
ア
・
モ
ス
ク
ワ
関
係
に
は
触
れ

　
　
る
も
の
の
、
リ
ト
ア
ニ
ア
と
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
関
係
に
は
触
れ
て
い
な
い
。

（
0
1
）
　
圃
唱
⑳
O
囲
訟
図
O
切
》
◎
匿
。
高
0
囲
周
潤
産
調
O
唱
網
O
O
図
O
詠
鼠
O
吋
O
や
鵠
鼠
・
3
P
・
切
八
洲
．
一
．
ω
内
調
函
潤
隅
黙

　
　
暗
望
O
げ
罵
陶
畿
同
O
◎
d
O
圏
O
I
や
《
O
O
図
O
⑦
哨
O
O
網
員
函
唱
O
珂
切
O
・
憲
；
国
囎
ω
ゆ
O
趨
，
o
◎
八
一
◎
◎
い
・

（
n
）
剛
0
唱
鱗
錯
O
函
鼠
跡
鯛
■
瞬
・
匿
O
o
o
門
O
唱
O
潤
冨
躍
O
尊
コ
門
O
唱
O
均
O
図
麟
譲
ω
⑪
冨
翻
凶
匂
β
）
（
く
師
暉
0
際
ρ
窓
．
－
鼠
．
唱

　
　
一
隅
ひ
一
曽
O
超
。
N
O
騨
N
一
轟
．

（
1
2
）
尚
、
既
に
本
国
に
お
い
て
本
書
の
書
評
が
出
て
い
る
。
》
糧
震
。
受
容
鋭
咽
。
押
灘

　
　
図
鵠
．
”
倒
曾
鼠
6
凶
切
図
野
躍
O
切
弓
O
唱
O
貝
鼠
高
姥
口
ご
6
錠
調
◎
紹
陶
隅
調
畷
臨
匿
O
O
圏
同
同
隅
嵩
隅
謡
圏
繋
累
、
図
く
u
尊
甲

　
　
図
O
ご
6
．
護
こ
一
囎
ゆ
Q
o
●
ミ
O
画
0
切
図
蜜
倫
①
O
減
即
員
げ
膿
O
謡
吻
O
O
O
跨
国
．
臼
ω
・
諸
こ
一
幻
燈
ρ
O
超
。
N
◎
◎
鼻
一
N
粛
白
．

（
1
3
）
註
五
及
び
註
六
を
参
照
。

（
1
4
）
一
四
三
一
年
の
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
と
リ
ト
ア
ニ
ア
大
公
シ
ュ
ヴ
ィ
ド
リ
ガ
イ
ロ
（
在
位

　
　
一
四
三
〇
一
一
四
三
二
）
と
の
条
約
、
一
四
四
一
－
一
四
四
二
年
の
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
と

　
　
カ
ジ
ミ
ェ
シ
（
在
位
一
四
四
〇
一
一
四
九
二
）
と
の
条
約
、
一
四
七
一
年
の
カ
ジ
ミ
ェ

　
　
シ
と
の
条
約
で
あ
る
。
円
罵
罵
自
罵
切
窪
翼
鍵
。
凱
。
理
。
唱
。
潔
鵠
圏
。
囲
◎
鴇
（
門
㈹
調
圏
・
）
・

　
　
竃
㍉
鼠
こ
一
隅
塩
田
．
O
趨
。
回
O
い
一
一
〇
か
唱
一
一
い
一
一
一
◎
一
ω
O
山
ω
一
。

（
1
5
）
支
配
地
域
を
十
進
法
的
な
下
位
区
分
に
分
割
し
、
そ
の
各
々
を
代
官
が
統
治
す
る

　
　
と
い
う
支
配
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
こ
れ
を
古
代
ロ
シ
ア
の
公
の
支
配
制
度
と
し
て
支

一41一
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配
的
で
あ
っ
た
と
す
る
説
と
、
古
代
の
郷
共
同
体
の
名
残
で
あ
る
と
す
る
説
が
あ
る
。

　
本
書
の
著
者
は
前
者
を
支
持
す
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
》
超
帥
鷲
雪
辱
冨
や
蓋
8
・
。
①
－

　
唱
♀
ω
異
類
函
剛
8
鼠
壁
切
髪
唱
題
圃
。
員
畠
闘
鶏
図
く
－
岩
窟
鴛
。
寄
目
．
淘
’
曽
三
碧
．
o
帽
電
。
。

　
ω
－
。
。
轟
．
を
参
照
。
前
者
を
と
る
著
者
は
、
こ
の
地
域
が
以
前
、
公
の
支
配
地
で
あ
っ

　
た
こ
と
を
証
明
し
よ
う
と
す
る
。

（
1
6
）
ス
テ
ル
シ
及
び
ロ
パ
ス
チ
ツ
ィ
全
域
を
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
ア
ル
カ
ー
ジ
i
修
道
院
が
、

　
ブ
イ
ッ
ィ
全
域
を
ユ
ー
リ
エ
フ
修
道
院
が
、
ジ
ャ
ブ
ナ
は
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
大
主
教
及
び

　
少
数
の
人
々
に
領
有
さ
れ
て
い
た
。
但
し
こ
の
少
数
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

　
大
貴
族
で
は
な
い
人
々
で
あ
り
、
ま
た
ジ
ェ
シ
ャ
ー
ト
キ
制
が
引
か
れ
て
い
た
地
域

　
は
全
て
ノ
ヴ
。
コ
ロ
ド
大
主
教
領
で
あ
っ
た
。
モ
ル
ヴ
ャ
チ
ッ
ィ
、
ベ
レ
ゾ
ヴ
ェ
ッ
ツ

　
は
同
じ
く
大
主
教
領
、
モ
レ
ヴ
ァ
及
び
ベ
リ
ラ
、
ホ
ル
ム
は
無
主
地
で
あ
っ
た
。

（
1
7
）
註
八
を
参
照
。

（
1
8
）
大
ム
ス
チ
ス
ラ
フ
の
下
賜
文
書
（
二
三
〇
年
）
及
び
そ
の
息
子
フ
セ
ヴ
ォ
ロ
ド

　
の
下
賜
文
書
（
＝
二
五
一
一
＝
二
七
年
の
も
の
二
通
）
、
イ
ジ
ャ
ス
ラ
フ
・
ム
ス

　
チ
ス
ラ
ヴ
ィ
チ
の
下
賜
文
書
（
一
＝
二
四
年
）
で
あ
る
。
円
⑳
調
臣
．
。
壱
」
ω
P
窓
口

（
1
9
）
本
論
か
ら
は
外
れ
る
が
、
史
学
史
上
重
要
な
の
で
触
れ
て
お
く
な
ら
、
以
上
の
議

　
論
を
展
開
す
る
際
に
著
者
は
、
一
＝
二
六
年
蜂
起
以
前
か
ら
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
公
は
単
独

　
で
世
襲
領
地
を
保
持
し
て
自
由
に
扱
う
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
立
証
し
て

　
い
る
。
ま
た
こ
の
世
襲
領
地
の
所
有
の
禁
止
に
つ
い
て
も
、
耕
作
地
や
村
落
を
念
頭
に

　
置
い
た
も
の
で
あ
り
、
草
刈
り
場
な
ど
の
所
有
は
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。

（
2
0
）
尚
、
こ
の
家
領
と
「
国
税
賦
課
地
」
は
完
全
に
は
一
致
し
な
い
こ
と
も
指
摘
し
て

　
お
こ
う
。
＝
一
世
紀
に
は
家
領
で
あ
り
な
が
ら
「
賦
課
地
」
に
入
ら
な
か
っ
た
ヴ
ォ

　
ロ
ス
チ
も
存
在
す
る
（
リ
ャ
ホ
ヴ
ィ
チ
、
ピ
ロ
ス
、
ス
メ
ル
ド
）
。

（
2
1
）
鉾
騒
ピ
d
』
．
図
藷
再
興
暑
夏
馨
調
累
。
b
d
門
。
唱
£
。
困
。
欝
Φ
蜜
自
・
ミ
命
8
務
§
窪
。
。

　
矧
8
隷
調
．
㌶
↓
お
。
。
S
o
帽
．
瓢
噛
温
ω
鼻
。

（
2
2
）
こ
の
諸
文
書
と
は
、
具
体
的
に
は
、
（
一
）
ロ
ス
チ
ス
ラ
フ
・
ム
ス
チ
ス
ラ
ヴ
ィ

　
チ
の
行
政
文
書
、
（
二
）
主
教
マ
ヌ
イ
ル
の
確
認
文
書
、
（
三
）
「
都
市
税
に
つ
い
て
」

　
の
覚
書
き
で
あ
る
。
ま
た
「
確
認
文
書
」
の
後
半
部
に
は
「
ホ
ル
ム
［
村
］
」
の
譲

　
渡
を
記
し
た
上
述
の
ロ
ス
チ
ス
ラ
フ
公
の
覚
書
き
（
一
一
五
〇
年
の
年
代
入
り
）
が

　
入
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
三
文
書
は
一
＝
二
七
年
の
ス
モ
レ
ン
ス
ク
主

　
教
皇
設
置
の
際
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
（
民
昌
。
切
蘭
・
圃
．
6
竃
。
－

　
詫
馨
際
圏
駄
閤
円
浮
図
躍
訟
器
吻
8
月
雪
自
ゆ
認
鑑
。
弓
§
富
切
口
謬
“
受
〉
国
勢
。
窮
月
薯
置
密
。
図
買
瞬
。
輿
－

　
①
3
員
蹟
調
図
（
産
・
）
鴇
罵
欝
円
負
・
憲
」
国
潔
ω
●
o
愚
．
ω
抑
圃
三
雲
遠
望
調
や
銘
覇
。
翻
零
露
愚
甲

　
蜜
。
冨
6
竃
豊
畠
。
器
踪
。
薯
興
。
調
§
．
ミ
闘
冨
罵
訟
3
掴
．
認
こ
一
ゆ
⑰
◎
o
調
）
．
鴇
ふ
螢
）
。

　
だ
が
著
者
は
第
一
節
「
行
政
文
書
は
［
主
教
座
］
創
設
文
書
で
あ
る
と
証
明
さ
れ
た

　
の
か
？
」
に
お
い
て
、
シ
チ
ャ
ボ
ブ
の
か
か
る
年
代
確
定
の
論
拠
を
論
駁
す
る
。
と

　
り
わ
け
シ
チ
ャ
ボ
ブ
が
論
拠
に
し
た
「
ス
ぞ
レ
ン
ス
ク
主
教
座
の
設
置
（
ペ
レ
ヤ
ス

　
ラ
ヴ
リ
主
教
区
か
ら
の
分
離
）
は
大
ム
ス
チ
ス
ラ
フ
の
願
い
で
あ
っ
た
」
と
い
う
考

　
え
に
反
論
す
る
。

（
怨
削
趨
。
畠
隅
臣
O
瑚
超
§
鵠
8
図
。
融
§
δ
惣
器
興
。
心
門
8
趨
助
魯
謡
鼠
。
切
壱
匿
帥
器
』
。
。
。
。
い
唱

　
o
弓
温
誤
』
◎
。
。
。
嚇
凱
碧
。
躍
畠
》
凱
．
．
噂
網
o
o
図
器
ω
①
竃
員
凶
、
鑑
0
9
器
。
切
麗
滞
器
隅
署
。
鳩
調
圏

　
員
鷺
田
窃
団
8
器
門
。
『
o
。
養
越
臼
鶏
．
竃
．
・
お
い
把
。
な
●
δ
評
嵩
輸
送
。
磐
田
》
．
団
囲
鐸
。
爵
．

　
。
沼
．
①
。
。
．

（
2
4
）
第
三
節
「
諸
文
書
の
可
能
な
限
り
の
再
構
築
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
諸
研
究
者

　
を
混
乱
に
導
い
て
い
る
主
な
原
因
で
あ
る
行
政
文
書
と
確
認
文
書
が
そ
の
実
、
三
文

　
書
か
ら
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
れ
を
復
元
す
る
。
そ
の
結
果
、
ロ
ス
チ
ス

　
ラ
フ
公
の
行
政
文
書
、
ロ
ス
チ
ス
ラ
フ
公
の
下
賜
文
書
、
主
教
マ
ヌ
イ
ル
の
確
認
文

　
書
が
復
元
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
各
々
は
内
容
的
に
一
貫
性
を
持
つ
様
に
な
る
。

　
「
下
賜
文
書
」
は
＝
五
〇
年
に
ス
モ
レ
ン
ス
ク
の
聖
母
教
会
が
建
て
直
さ
れ
た
際

　
に
発
布
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

（
2
5
）
圃
調
臼
。
超
・
ミ
◎

（
2
6
）
こ
の
ザ
ク
リ
ニ
エ
、
ル
ボ
コ
ヴ
ォ
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
そ
の
位
置
を
確
認
す
る

　
こ
と
が
出
来
ず
、
地
図
上
に
も
両
ヴ
ォ
ロ
ス
チ
の
位
置
を
示
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

（
2
7
）
臣
O
嘲
淘
・
域
．
N
。
爲
◎
ω
ω
抑
ω
禽
鴫
ω
。
。
。
。
．
な
ど
を
参
照
。
例
え
ば
ユ
ー
リ
i
公
に
奪
わ

　
れ
た
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
ダ
ー
二
を
取
り
戻
す
べ
く
、
イ
ジ
ャ
ス
ラ
フ
は
軍
を
率
い
て
．
一

　
一
四
九
年
に
ユ
ー
リ
ー
及
び
ヴ
ャ
チ
ェ
ス
ラ
フ
の
ヴ
ラ
ジ
ー
ミ
ロ
ヴ
ィ
チ
兄
弟
と
交

　
話
し
た
が
、
ユ
ー
リ
i
側
か
ら
の
武
装
解
除
の
要
求
を
受
け
入
れ
た
も
の
の
、
ダ
ー

　
二
の
返
還
に
関
し
て
だ
け
は
全
く
譲
歩
し
な
か
っ
た
。
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